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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
真空ポンプ（１１１）、又はターボ分子ポンプであって、
ローター軸（１５３）を有するローター（１４９）、
ローター軸（１５３）を支承するための回転支承部（１８１）、
回転支承部（１８１）への供給のための流体の作動媒体、および作動媒体の貯蔵の為に適
した貯蔵材料を有する作動媒体貯蔵部（２１）を有し、
その際、貯蔵材料が、少なくとも二つの異なる材料（Ｍ１、Ｍ２）を含む真空ポンプ（１
１１）において、
作動媒体貯蔵部（２１）に少なくとも一つの移行部分（２３）が形成されており、この移
行部分が作動媒体を回転支承部（１８１）に、又は搬送装置に伝達し、そしてその際、移
行部分（２３）が、丸められた接触領域（２５）を有し、及び
二つの材料（Ｍ１、Ｍ２）は、フェルト繊維の解ける傾向が異なる二つのフェルト材料で
あり、そしてその際、フェルト繊維が解けにくい構造部材に、スキマーとして使用される
移行部分（２３）が形成されている、
ことを特徴とする真空ポンプ（１１１）。
【請求項２】
作動媒体貯蔵部（２１）が、少なくとも二つの構造部材（３１，３３）を有し、そしてそ
の際、少なくとも一方の構造部材（３１）が、第一の材料（Ｍ１）から成り、そして少な
くとも一つの他方の構造部材（３３）が、第二の材料（Ｍ２）から成り、この材料が、第
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一の材料（Ｍ１）と異なっていることを特徴とする請求項１に記載の真空ポンプ（１１１
）。
【請求項３】
材料（Ｍ１，Ｍ２）が、作動媒体をそれぞれ貯蔵し、かつ搬送も行うものであることを特
徴とする請求項１または２に記載の真空ポンプ（１１１）。
【請求項４】
少なくとも一方の材料（Ｍ１，Ｍ２）がフェルト材料であり、その際、フェルト材料が、
樹脂から製造されており、又はポリエステル、ポリイミド、ポリアラミド、若しくはＰＢ
Ｏから製造されていることを特徴とする請求項１から３のいずれか一項に記載の真空ポン
プ（１１１）。
【請求項５】
少なくとも一方の材料（Ｍ１，Ｍ２）が表面処理を施されており、表面の焦がし、及び／
又は熱硬化、及び／又はコーティングを施されたものであることを特徴とする請求項１か
ら４のいずれか一項に記載の真空ポンプ（１１１）。
【請求項６】
少なくとも一方の材料（Ｍ１，Ｍ２）が支持構造、又は支持格子を有することを特徴とす
る請求項１から５のいずれか一項に記載の真空ポンプ（１１１）。
【請求項７】
接触領域（２５）が、０．２ｍｍ以上の曲率半径（Ｒ１，Ｒ２）を有することを特徴とす
る請求項１から６のいずれか一項に記載の真空ポンプ（１１１）。
【請求項８】
作動媒体貯蔵部（２１）の貯蔵材料も、移行部分（２３）もフェルト材料から製造されて
いることを特徴とする請求項１から７のいずれか一項に記載の真空ポンプ（１１１）。
【請求項９】
材料（Ｍ１，Ｍ２）が、縫合（２７）によって又はフェルト化によって、互いに接続され
ていることを特徴とする請求項１から８のいずれか一項に記載の真空ポンプ（１１１）。
【請求項１０】
材料（Ｍ１，Ｍ２）が、少なくとも一つの接続要素（２９）によって互いに接続されてお
り、その際、接続要素（２９）が、作動媒体を搬送するよう形成されていることを特徴と
する請求項１から９のいずれか一項に記載の真空ポンプ（１１１）。
【請求項１１】
材料（Ｍ１，Ｍ２）が異なるフェルト材料であり、これらフェルト材料が、個々のフェル
ト繊維が解けるための異なる程度の傾向を有し、そしてその際、フェルト繊維が解けにく
い傾向を有するフェルト材料、又はポリエステルが、フェルト繊維が解けやすい傾向を有
するフェルト材料、又はポリイミドを少なくとも部分的に取り囲んでいることを特徴とす
る請求項１から１０のいずれか一項に記載の真空ポンプ（１１１）。
【請求項１２】
材料（Ｍ１，Ｍ２）は、作動媒体による汚染から回転支承部を保護するようなフィルター
であり、そしてその際、材料（Ｍ１，Ｍ２）のフィルター効率が互いに異なり、そしてそ
の際、より高いフィルター効率を有する材料が、より低いフィルター効率を有する材料を
少なくとも部分的に取り囲んでいる、又はその逆であることを特徴とする請求項１から１
１のいずれか一項に記載の真空ポンプ（１１１）。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、真空ポンプ、特にターボ分子ポンプに関する。これらは、ローター軸を有す
るローター、ローター軸の支承のための回転支承部、回転支承部への供給の為の流体の作
動媒体、および作動媒体を貯蔵するのに適した貯蔵材料を有する作動媒体貯蔵部を有する
。
【背景技術】
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【０００２】
　真空ポンプで、回転支承部に作動媒体、特に潤滑媒体を供給するための作動媒体貯蔵部
を有するものは基本的に公知である。作動媒体貯蔵部は、その際、スプラッシュナットと
も称される円錐形の部分（ローター軸の部分）に設けられていることが可能である。これ
には作動媒体が伝達される。円錐形の形状によって、小さな直径の部分に付与される作動
媒体は、真空ポンプの作動中に遠心力、および毛細管効果による力にさらされる。これに
よって作動媒体は、大きな直径の部分の領域へと、そしてひいては回転支承部のほうへと
搬送される。作動媒体貯蔵部は、多くの場合貯蔵材料を有する。これは作動媒体を染み込
ませられている。
【０００３】
　貯蔵材料の選択は、真空ポンプの特性と後に使用される領域に依存することころが大き
い。よって、公知の貯蔵材料のメリットおよびデメリットは、各使用目的に対して互いに
比較検討される。これは、つねにデメリットが考慮されなければならないことを意味する
。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】欧州特許出願公開第２７２８１９５号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　よって本願発明の課題は、冒頭に記載した形式の真空ポンプにおいて、作動媒体供給を
、真空ポンプの特性と使用目的に関して改善することである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
この課題は請求項１に記載の特徴を有する真空ポンプによって解決される。
【０００７】
　発明に係る真空ポンプにおいては、貯蔵材料は、少なくとも二つの異なる材料を有する
。これによって異なる材料の各メリットが、貯蔵材料としての仕様の為に組み合わせられ
ることが可能となる。そのような「ハイブリッド貯蔵部」においては、どの材料が、その
メリットに基づいて、他の同様に有利な特性を有する材料より好ましいかを検討する必要
が無い。
【０００８】
　よって例えば異なる材料は、作動媒体の内部に、その各メリットが特に良好に利用され
ることが可能であるように配置されることが可能である。例えば、耐高温性材料は、作動
媒体貯蔵部の箇所において使用されることが可能である。そこでは作動中、例えば摩擦に
基づいて特に高い温度となる。
【０００９】
　作動媒体は、特に、ローラー支承部として形成される回転支承部の潤滑のための潤滑オ
イルである。
【００１０】
　本発明の有利な実施形は、請求項、以下の明細書、および図面中にも記載されている。
【００１１】
　一つの実施形においては、作動媒体貯蔵部が、少なくとも二つの構造部材を有し、その
際、少なくとも一方の構造部材が、第一の材料から成り、そして少なくとも一つの他方の
構造部材が、第二の材料から成り、この材料が、第一の材料と異なっている。
【００１２】
　これによって作動媒体貯蔵部は、其々、異なる材料からなる個々の構造部材から組み合
わせられることが可能となる。特に、構造部材の形状、大きさおよび配置は、材料に対し
て追加的に、各要求に応じて意図的に選択されることが可能である。既に存在する真空ポ
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ンプは、その作動媒体貯蔵部が同じ材料の複数の個々の部材からなるが、これは、発明に
係る作動媒体貯蔵部を設けられることが可能である。
【００１３】
　個々の構造部材は、例えば、互いに積層された、其々ディスク形状の、またはプレート
形状の複数の材料層である。代替として、複雑な形状を実現し、そして例えば、一又は複
数の構造部材を、其々、一、又は複数の他の構造部材を、少なくとも部分的に取り囲む、
または取り巻く、又は包囲する。特に、複数の構造部材が互いに入れ子式、積層式、又は
隣接式にパックされることが可能である。任意に形成された構造部材の任意のパック状の
配置が実現されることが可能である。
【００１４】
　その上、別の実施形に従い、個々の構造部材が、互いに離れて真空ポンプの異なる箇所
に配置されていることが可能である。その際、間隔をあけて配置された構造部材が、適当
な手段によって互いに接続していることが可能であり、構造部材の間の作動媒体を搬送す
る。接続手段は、結果、作動媒体に関して搬送を行うよう形成されていることが可能であ
る。接続手段は、チャネル、例えば小さな穴の形式のチャネルであることが可能である。
これらの穴は毛細管効果を発揮する。代替として、又は追加的に、接続手段は、一又は複
数の芯によって形成されることも可能である。
【００１５】
　別の実施形においては、材料は、作動媒体に関して貯蔵も搬送も行う。これは材料の使
用可能性を改善する。
【００１６】
　更に、少なくとも一つの材料が、フェルト材料であり、その際、解けにくいフェルト材
料が樹脂、又は樹脂繊維から製造されており、好ましくはポリエステル、ポリイミド、ポ
リアラミド、又はＰＢＯから製造されていることも意図され得る。
【００１７】
　フェルト材料は、真空ポンプの作動媒体貯蔵部の使用の際に選択されたものである。例
えば、樹脂から製造されているフェルト材料は、貯蔵材料としての使用に有利である特定
の特性を有することが可能である。
【００１８】
　ポリエステルフェルトは、例えば、高い貯蔵性を有し、そしてフェルト束から個々の繊
維が解ける傾向が低い。
【００１９】
　ポリイミドフェルトは、これに対して、相対的に温度耐性および摩耗耐性があり、そし
て作動媒体を特に良好に放出することができる。
【００２０】
　フェルトの製造のため、各樹脂繊維は、ニードルプロセスによって固化されることが可
能である。
【００２１】
　好ましくは、貯蔵材料は、一、又は複数の特性に関して互いに異なり、そして共通して
いわば一つの「ハイブリッドフェルト」を形成するフェルト材料のみを有する。
【００２２】
　好ましくは、少なくとも一つの材料は、焼結された材料であり、特に焼結された樹脂で
あり、好ましくは焼結された多孔性のＵＨＭＷ－ＰＥである（ＵＨＭＷ＝Ｕｌｔｒａ　Ｈ
ｅｉｇｈ　Ｍｏｌｅｃｕｌａｒ　Ｗｅｉｇｈｔまたはｕｌｔｒａｈｏｃｈｍｏｌｅｋｕｌ
ａｒ、ＰＥ＝Ｐｏｌｙｅｔｈｙｌｅｎ）。
【００２３】
　焼結された材料の多孔性と、ひいては良好な流体およびガスの透過性は、発明に従いメ
リットして利用されることが可能である。
【００２４】
　別の実施形に従い、少なくとも一方の材料が表面処理を施されており、特に表面の焦が
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し、及び／又は熱硬化、及び／又はコーティングを施されたものである。
【００２５】
　表面処理によって、使用される材料の特定の特性が、更に改善されるか、又は達成され
ることさえあり得る。更に、材料の搬送特性、及び／又は貯蔵特性は、意図的に変更され
ることが可能である。更に材料は、例えばコーティングによって高い耐摩耗性を、特に摩
耗に対して有することが可能であり、又は化学的により安定させられることが可能である
。
【００２６】
　このような背景から、同じ基本材料からなる、しかしそれらの一方は表面処理にさらさ
れた、又は異なる表面処理にさらされた二つの材料が、本発明の意味における異なる材料
である。
【００２７】
　別の実施形に従い、少なくとも一つの材料は、支持構造、特に支持格子を有する。これ
によって、材料に高い形状安定性が与えられることが可能である。
【００２８】
　好ましくは、作動媒体貯蔵部に少なくとも一つの移行部分が形成されており、この移行
部分が作動媒体を回転支承部に、又は搬送装置に伝達し、そしてその際、移行部分（２３
）が、丸められた接触領域を有し、この接触領域が、特に０．２ｍｍ以上の曲率半径を有
する。移行部分のそのような形状によって、あまりに細密で、かつあまりに不安定な構造
が防止され、このことは当該材料がフェルトであるとき特に有利である。あまりに細密な
構造は繊維が解ける傾向を有している可能性があるからである。
【００２９】
　移行部分は、接触領域において凹状、または凸状に丸められていることが可能である。
【００３０】
　発展形に従い、作動媒体貯蔵部の貯蔵材料も、移行部分もフェルト材料から製造されて
いる。よって例えば、フェルトからなる構造部材が、回転支承部、又は搬送部分の方に向
けられた縁部領域に、例えばノーズのような突出部、又は凹状に形成された当接部分を設
けられていることが可能である。これは、作動媒体の移行部分として使用される。これに
よって、フェルト材料の、全ての空間的方向において少なくとも基本的に同じ搬送作用が
作動媒体の特に効果的な供与のために利用されつくすことが可能である。
【００３１】
　別の実施形に従い、材料は互いに接続されている、特に縫合によって、又はフェルト化
によって接続されている。
【００３２】
　これによって、特に一様な作動媒体の搬送が行われ、そして作動媒体貯蔵部の取り扱い
が簡易化される。このことは特に組み立て、及び／又はのちのサービスに対して有利であ
る。
【００３３】
　好ましくは、材料は、少なくとも一つの接続要素によって互いに接続されている。その
際、接続要素は、作動媒体を搬送するよう形成されている。
【００３４】
　接続要素は、機械的安定性に寄与し、そして同時に作動媒体を搬送することが可能であ
る。例えば、作動媒体が、例えば複数の積層された材料層のような、複数の構造部材を有
するとき、材料層の内部、または外部で、例えば材料層に対して垂直に伸びる一、又は複
数の接続要素が材料層をまとめることが可能である。長くのばされた接続要素は、構造部
材を通って延びていることが可能である。このために、構造部材内に、接続要素の断面形
状に対応して形成された切り欠き部が設けられていることが可能である。
【００３５】
　作動媒体貯蔵部の材料が、作動媒体を良好に貯蔵し、しかしあまり良好に搬送すること
ができないとき、搬送機能の少なくとも基本的な部分は、接続要素によって担われること
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が可能である。
【００３６】
　この接続要素、又は各接続要素は、一つの材料から製造されていることが可能である。
この材料は、作動媒体貯蔵部の材料にも適している。
【００３７】
　別の実施例に従い、材料は、異なるフェルト材料である。これらは、個々のフェルト繊
維の解ける傾向が異なり、その際、フェルト繊維に解けにくいフェルト材料、特にポリエ
ステルが、フェルト繊維に解けやすいフェルト材料、特にポリイミドを少なくとも部分的
に取り囲んでいる。
【００３８】
　これによって、解けたフェルト繊維が、真空ポンプの作動に悪影響を与えること、例え
ば作動媒体サーキットに至ることが防止される。一方の材料は、他方の材料により部分的
に、又は完全に包囲されることが可能である。繊維が解けることに関してより危機的であ
る材料は、他方の材料によっていわばカプセル封印されることが可能である。
【００３９】
　このコンセプトは、フェルト材料と異なる材料においても適用されることが可能である
。よって、そのメリットに基づいて望まれる材料を使用することは、真空ポンプのための
その潜在的デメリットに基づいて破棄される必要がない。
【００４０】
　別の実施形に従い、材料は、作動媒体に関して、そのフィルター効率が互いに異なり、
そしてその際、より高いフィルター効率を有する材料が、より低いフィルター効率を有す
る材料を少なくとも部分的に取り囲んでいる、又はその逆である。
【００４１】
　外側の領域で高められたフィルター効率によって、例えば作動媒体から粒子が取り除か
れることが可能である。これは、作動媒体が内側の領域に達する前に行われる。これは特
に、例えばローター軸の回転支承部への、又は、搬送装置への作動媒体の伝達が、作動媒
体貯蔵部の内側の領域を介して行われるとき、特に有利である。特に敏感な回転支承部は
、そのようにして作動媒体による汚染から保護されることが可能である。
【００４２】
　以下に本発明を、有利な実施形に基づき添付の図面を参照しつつ説明する。：
【図面の簡単な説明】
【００４３】
【図１】ターボ分子ポンプの斜視図
【図２】図１のターボ分子ポンプの下側の図
【図３】図２に示された線Ａ－Ａに沿うターボ分子ポンプの断面図
【図４】図２に示された線Ｂ－Ｂに沿うターボ分子ポンプの断面図
【図５】図２に示された線Ｃ－Ｃに沿うターボ分子ポンプの断面図
【図６ａ】発明に係る真空ポンプの作動媒体貯蔵部の一つの実施形の簡略図
【図６ｂ】図６ａに示された線Ｄ－Ｄに沿う断面図
【図７ａ】発明に係る真空ポンプの作動媒体貯蔵部の別の実施形、図６ａの図に相応する
簡略図
【図７ｂ】図６ａに示された線Ｄ－Ｄに沿う断面図
【図８ａ】発明に係る真空ポンプの作動媒体貯蔵部の別の実施形、図６ａの図に相応する
簡略図
【図８ｂ】図６ａに示された線Ｄ－Ｄに沿う断面図
【図９】発明に係る真空ポンプの作動媒体貯蔵部の別の実施形、図６ａの図に相応する簡
略図
【図１０】発明に係る真空ポンプの作動媒体貯蔵部の別の実施形、図６ａの図に相応する
簡略図
【発明を実施するための形態】
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【００４４】
　図１に示されたターボ分子ポンプ１１１は、インレットフランジ１１３に取り囲まれた
ポンプインレット１１５を有する。このポンプインレットには、公知の方法で、図示され
ていないレシピエントが接続されることが可能である。レシピエントからのガスは、ポン
プインレット１１５を介してレシピエントから吸引され、そしてポンプを通してポンプア
ウトレット１１７へと搬送されることが可能である。ポンプアウトレットには、予真空ポ
ンプ（例えばロータリーベーンポンプ）が接続されていることが可能である。
【００４５】
　インレットフランジ１１３は、図１の真空ポンプの向きにおいては、真空ポンプ１１１
のハウジング１１９の上端部を形成する。ハウジング１１９は、下部分１２１を有する。
これには、側方にエレクトロニクスハウジング１２３が設けられている。エレクトロニク
スハウジング１２３内には、真空ポンプ１１１の電気的、及び／又は電子的コンポーネン
トが収容されている。これらは例えば、真空ポンプ内に配置される電動モーター１２５を
作動させるためのものである。エレクトロニクスハウジング１２３には、アクセサリーの
ための複数の接続部１２７が設けられている。更に、データインターフェース１２９（例
えばＲＳ４８５スタンダードに従うもの）と、電源供給接続部１３１がエレクトロニクス
ハウジング１２３には設けられている。
【００４６】
　ターボ分子ポンプ１１１のハウジング１１９には、フローインレット１３３が、特にフ
ローバルブの形式で設けられている。これを介して真空ポンプ１１１は溢出を受けること
が可能である。下部分１２１の領域には、更にシールガス接続部１３５（洗浄ガス接続部
とも称される）が設けられている。これを介して、洗浄ガスが、電動モーター１５をポン
プによって搬送されるガスに対して保護するため、モーター室１３７内に取り込まれるこ
とが可能である。モーター室内には、真空ポンプ１１１の電動モーター１２５が収容され
ることが可能である。下部分１２１内には、更に二つの冷却媒体接続部１３９が設けられ
ている。その際、一方の冷却媒体接続部は冷却媒体のインレットとして、そして他方の冷
却媒体接続部はアウトレットとして設けられている。冷却媒体は、冷却目的で真空ポンプ
内に導かれることが可能である。
【００４７】
　真空ポンプの下側面１４１は、起立面として使用されることが可能であるので、真空ポ
ンプ１１１は下側面１４１上に起立して作動させられることが可能である。しかしまた、
真空ポンプ１１１は、インレットフランジ１１３を介してレシピエントに固定されること
も可能であり、これによっていわば懸架して作動させられることが可能である。更に真空
ポンプ１１１は、図１に示されたものと異なった向きとされているときにも作動させられ
ることが可能であるよう構成されていることが可能である。下側面１４１が下に向かって
ではなく、当該面に向けられて、又は上に向けられて配置されている真空ポンプの実施形
も実現されることが可能である。
【００４８】
　図２に表わされている下側面１４１には、更に、種々のスクリュー１４３が設けられて
いる。これらによって、ここでは詳細に特定されない真空ポンプの部材が互いに固定され
ている。例えば、支承部カバー１４５が下側面１４５に固定されている。
【００４９】
　下側面１４１には、更に、固定穴１４７が設けられている。これを介してポンプ１１１
は例えば載置面に固定されることが可能である。
【００５０】
　図２から５には、冷却媒体配管１４８が表わされている。この中に、冷却媒体接続部１
３９を介して導入、又は導出される冷却媒体が循環していることが可能である。
【００５１】
　図３から５の断面図に示されているように、真空ポンプは、複数のプロセスガスポンプ
段を有している。これは、ポンプインレット１１５に及ぶプロセスガスをポンプアウトレ
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ット１１７に搬送するためのものである。
【００５２】
　ハウジング１１９内には、ローター１４９が配置されている。このローターは、回転軸
１５１を中心として回転可能なローター軸１５３を有している。
【００５３】
　ターボ分子ポンプ１１１は、ポンプ効果を奏するよう互いにシリアルに接続された複数
のポンプ段を有している。これらポンプ段は、ローター軸１５３に固定された複数の半径
方向のローターディスク１５５と、ローターディスク１５５の間に配置され、そしてハウ
ジング１１９内に固定されているステーターディスク１５７を有している。その際、一つ
のローターディスク１５５とこれに隣接する一つのステーターディスク１５７がそれぞれ
一つのターボ分子ポンプ段を形成している。ステーターディスク１５７は、スペーサーリ
ング１５９によって互いに所望の軸方向間隔に保持されている。
【００５４】
　真空ポンプは、更に、半径方向において互いに入れ子式に配置され、そしてポンプ作用
を奏するよう互いにシリアルに接続されたホルベックポンプ段を有する。ホルベックポン
プ段のローターは、ローターシャフト１５３に設けられるローターハブ１６１と、ロータ
ーハブ１６１に固定され、そしてこれによって担持されるシリンダー側面形状の二つのホ
ルベックロータースリーブ１６３，１６５を有している。これらは、回転軸１５１と同軸
に向けられており、そして半径方向において互いに入れ子式に接続されている。更に、シ
リンダー側面形状の二つのホルベックステータースリーブ１６７，１６９が設けられてい
る。これらは同様に、回転軸１５１に対して同軸に向けられており、そして半径方向で見
て互いに入れ子式に接続されている。
【００５５】
　ポンプ効果を発揮するホルベックポンプ段の表面は、側面によって、つまり、ホルベッ
クロータースリーブ１６３，１６５とホルベックステータースリーブ１６７，１６９の内
側面、及び／又は外側面によって形成されている。外側のホルベックステータースリーブ
１６７の半径方向内側面は、半径方向のホルベック間隙１７１を形成しつつ、外側のホル
ベックロータースリーブ１６３の半径方向外側面と向かい合っており、そしてこれと、タ
ーボ分子ポンプに後続する第一のホルベックポンプ段を形成する。外側のホルベックロー
タースリーブ１６３の半径方向内側面は、半径方向のホルベック間隙１７３を形成しつつ
、内側のホルベックステータースリーブ１６９の半径方向外側面と向かい合っており、そ
してこれと、第二のホルベックポンプ段を形成する。内側のホルベックステータースリー
ブ１６９の半径方向内側面は、半径方向のホルベック間隙１７５を形成しつつ、内側のホ
ルベックロータースリーブ１６５の半径方向外側面と向かい合っており、そしてこれと、
第三のホルベックポンプ段を形成する。
【００５６】
　ホルベックロータースリーブ１６３の下側端部には、半径方向に延びるチャネルが設け
られていることが可能である。これを介して、半径方向外側に位置するホルベック間隙１
７１が、中央のホルベック間隙１７３と接続されている。更に、ホルベックステータース
リーブ１６９の上側端部には、半径方向に延びるチャネルが設けられていることが可能で
ある。これを介して、中央のホルベック間隙１７３が、半径方向内側に位置するホルベッ
ク間隙１７５と接続されている。これによって、入れ子式に接続される複数のホルベック
ポンプ段が互いにシリアルに接続される。半径方向内側に位置するホルベックロータース
リーブ１６５の下側の端部には、更に、アウトレット１１７への接続チャネル１７９が設
けられていることが可能である。
【００５７】
　ホルベックステータースリーブ１６３、１６５の上述したポンプ効果を発揮する表面は
、それぞれ、螺旋形状に回転軸１５１の周りを周回しつつ軸方向に延びる複数のホルベッ
ク溝を有する。他方で、ホルベックロータースリーブ１６３、１６５のこれに向かい合っ
た側面は、滑らかに形成されており、そして真空ポンプ１１１の作動のためのガスをホル
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ベック溝内へと駆り立てる。
【００５８】
　ローター軸１５３の回転可能な支承のため、ポンプインレット１１７の領域にローラー
支承部１８１、およびポンプアウトレット１１５の領域に永久磁石支承部１８３が設けら
れている。
【００５９】
　ローラー支承部１８１の領域には、ローター軸１５３に円錐形のスプラッシュナット１
８５が設けられている。これは、ローラー支承部１８１の方に向かって増加する外直径を
有している。スプラッシュナット１８５は、作動媒体貯蔵部の少なくとも一つのスキマー
（独語：Ａｂｓｔｒｅｉｆｅｒ）と滑り接触状態にある。作動媒体貯蔵部は、互いに積層
された吸収性の複数のディスク１８７を有する。これらディスクは、ローラー支承部１８
１のための作動媒体、例えば潤滑剤を染み込ませてある。
【００６０】
　真空ポンプ１１１の作動中、作動媒体は、毛細管効果によって作動媒体貯蔵部からスキ
マーを介して回転するスプラッシュナット１８５へと伝達され、そして、遠心力によって
スプラッシュナット１８５に沿って、スプラッシュナット１８５の大きくなる外直径の方
向へと、ローラー支承部１８１に向かって搬送される。そこでは例えば、潤滑機能が発揮
される。ローラー支承部１８１と作動媒体貯蔵部は、真空ポンプ内において槽形状のイン
サート１８９と、支承部カバー１４５に囲まれている。
【００６１】
　永久磁石支承部１８３は、ローター側の支承半部１９１と、ステーター側の支承半部１
９３を有している。これらは、各一つのリング積層部を有している。リング積層部は、軸
方向に互いに積層された永久磁石の複数のリング１９５、１９７から成っている。リング
マグネット１９５，１９７は、半径方向の支承部間隙１９９を形成しつつ互いに向き合っ
ており、その際、ローター側のリングマグネット１９５は、半径方向外側に、そしてステ
ーター側のリングマグネット１９７は半径方向内側に設けられている。支承部間隙１９９
内に存在する地場は、リングマグネット１９５，１９７の間の磁気的反発力を引き起こす
。これは、ローター軸１５３の半径方向の支承を実現する。ローター側のリングマグネッ
ト１９５は、ローター軸１５３のキャリア部分２０１によって担持されている。これは、
リングマグネット１９５を半径方向外側で取り囲んでいる。ステーター側のリングマグネ
ット１９７は、ステーター側のキャリア部分２０３によって担持されている。これは、リ
ングマグネット１９７を通って延びており、そしてハウジング１１９の支材２０５に吊架
されている。回転軸１５１に平行に、ローター側のリングマグネット１９５が、キャリア
部分２０３と連結されるカバー要素２０７によって固定されている。ステーター側のリン
グマグネット１９７は、回転軸１５１に平行に、一方の方向でキャリア部分２０３と接続
される固定リング２０９により、およびキャリア部分２０３と接続される固定リング２１
１により固定されている。その上、固定リング２１１とリングマグネット１９７の間には
、さらばね２１３が設けられていることが可能である。
【００６２】
　磁石支承部の内部には、緊急用または安全用支承部２１５が設けられている。これは、
真空ポンプの通常の作動時には、非接触で空転し、そしてローター１４９がステーターに
対して半径方向において過剰に偏移した際に初めて作用するに至る。ローター１４９のた
めの半径方向のストッパーを形成するためである。ローター側の構造がステーター側の構
造と衝突するのが防止されるからである。安全用支承部２１５は、潤滑されないローラー
支承部として形成されており、そして、ローター１４９及び／又はステーターと半径方向
の間隙を形成する。この間隙は、安全用支承部２１５が通常のポンプ作動中は作用しない
ことに供する。安全用支承部が作用するに至る半径方向の間隙は、十分大きく寸法取られ
ているので、安全用支承部２１５は、真空ポンプの通常の作動中は作用せず、そして同時
に十分小さいので、ローター側の構造がステーター側の構造と衝突するのがあらゆる状況
で防止される。
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【００６３】
　真空ポンプ１１１は、ローター１４９を回転駆動するための電動モーター１２５を有し
ている。電動モーター１２５のアンカーは、ローター１４９によって形成されている。そ
のローター軸１５３はモーターステーター２１７を通って延びている。ローター軸１５３
の、モーターステーター２１７を通って延びる部分には、半径方向外側に、または埋め込
まれて、永久磁石装置が設けられていることが可能である。ローター１４９の、モーター
ステーター２１７を通って延びる部分と、モーターステーター２１７との間には、中間空
間２１９が設けられている。これは、半径方向のモーター間隙を有する。これを介して、
モーターステーター２１７と永久磁石装置は、駆動トルク伝達のため、互いに磁気的に影
響することが可能である。
【００６４】
　モーターステーター２１７は、ハウジング内において、電動モーター１２５のために設
けられるモーター室１３７の内部に固定されている。シールガス接続部１３５を介して、
シールガス（洗浄ガスとも称され、これは例えば空気や窒素であることが可能である）が
、モーター室１３７内へと至る。シールガスを介して電動モーター１２５は、プロセスガ
ス、例えばプロセスガスの腐食性の部分に対して保護されることが可能である。モーター
室１３７は、ポンプアウトレット１１７を介しても真空引きされることが可能である、つ
まりモーター室１３７は、少なくとも近似的に、ポンプアウトレット１１７に接続される
読真空ポンプによって実現される予真空状態となっている。
【００６５】
　モーター室１３７を画成する壁部２２１とローターハブ１６１の間には、更に、いわゆ
る公知のラビリンスシール２２３が設けられていることが可能である。特に、半径方向外
側に位置するホルベックポンプ段に対してモーター室２１７をより良好にシールすること
を達成するためである。
【００６６】
　作動媒体貯蔵部の以下に説明する実施例は、上述されたようにターボ分子ポンプ内で使
用されることが可能であるが、しかしまた、他の真空ポンプで使用することも可能である
。
【００６７】
　図６ａには、ターボ分子真空ポンプのローター軸１５３の下側の端部領域が示されてい
る。しかもこれは、ローター軸１５３の回転軸１５１に沿う断面図で示されている。ロー
ター軸１５３の為に回転支承部１８１が設けられている。回転支承部１８１の領域には、
ローター軸１５３にスプラッシュナット１８５が設けられている。これは、ローター軸１
５３の円錐形の部分によって形成されている。
【００６８】
　スプラッシュナット１８５は、作動媒体貯蔵部２１によって取り囲まれている。作動媒
体貯蔵部は、この実施形においては、材料ディスク１８７の形式で設けられる二つの構造
部材３１，３３を有する。構造部材３１，３３は、異なる二つの材料Ｍ１，Ｍ２から製造
されている。第一の材料Ｍ１からなる構造部材３１には、スキマーとして使用される二つ
の移行箇所２３が形成されている。移行箇所２３は、丸められた接触領域２５によってス
プラッシュナット１８５と接触している。図６に例示的に示されているように、接触領域
２５は凸状又は凹状に丸められていることが可能である。
【００６９】
　作動媒体貯蔵部２１は、作動中、回転支承部１８１のための作動媒体としての潤滑オイ
ルを染み込ませられ、そしてポンプを有する閉じた作動媒体サーキットの構成要素である
ことが可能であり、そして一又は複数の配管によって作動媒体リザーバーと接続されてい
ることが可能である。作動媒体貯蔵部を真空ポンプ内へと組み込むための様々な可能性が
、当業者に基本的に公知である。よって、ここでは詳説されない。
【００７０】
　すでに冒頭部に記載したように、作動媒体貯蔵部２１の様々な材料Ｍ１，Ｍ２によって
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様々なメリットが互いに結び付けられることが可能である。例えば、材料Ｍ１は特に熱に
強く、よって回転するスプラッシュナット１８５との接触に適しており、移行箇所２３を
有する構造部材３１を形成する。熱により弱いが、例えば作動媒体の搬送により適してい
る材料Ｍ２は、これと反対に、他の構造部材３３のために使用される。
【００７１】
　図７ａおよび図７ｂのバリエーションでは、材料Ｍ２から成る構造部材３３は、材料Ｍ
１によって製造され、そして移行箇所２３を形成する他の構造部材３１によって完全に取
り囲まれている。構造部材３１に対しては、結果、材料Ｍ１が選択されることが可能であ
る。この材料は、個々の繊維を解かし出す傾向があるが、しかし例えば、単位ボリューム
あたり比較的多くの作動媒体を貯蔵することができる。
【００７２】
　図８ａおよび図８ｂの実施例においては、材料Ｍ１からなる構造部材３１が材料Ｍ２を
有する構造部材３２によって、（回転軸１５１に関して）周囲方向で部分的にのみ取り囲
まれている。よって例えば作動媒体は、半径方向内側の構造部材３１に直接周囲側で供給
されることが可能であり、他方、半径方向外側の構造部材３３には貯蔵部機能のみが与え
られる。その際、外側の構造部材３３は、高い貯蔵性を有し、そして作動媒体の搬送のた
めには内側の構造部材３１よりも低い適性を有することが可能である。
【００７３】
　図９のバリエーションでは、互いに重ね合わせられた、それぞれディスク形状の二つの
構造部材３１，３２が互いに縫合されている。作動媒体貯蔵部２１は、これによって全体
として扱うことができる。更に、縫合によって、両方の構造部材３１，３２が縫合箇所で
それらの全体面を介して互いに密に当接する結果、（回転軸１５１に関して）構造部材３
１，３２の全断面にわたって、作動媒体にとって理想的な移行が存在しているという結果
が得られる。
【００７４】
　図１０の実施例においては、作動媒体貯蔵部２１の構造部材３１，３３は、ピン状の複
数の接続要素２９によって貫通されている。これら接続要素は、その前に構造部材３１，
３３内に作られた切り欠き部内に配置されている。接続要素２９は、其々、各作動媒体を
特に良好に搬送する材料から製造されていることが可能である。その結果、作動媒体の個
々の構造部材３１，３３の間での理想的な分配が保証されている。
【００７５】
　図６から１０に表わされているのとは異なり、作動媒体貯蔵部２１は代替的な態様では
、二つより多くの構造部材３１，３３を例えば材料層の形で含んでいることが可能である
。よって、例えば基本的に任意の数量の個々のフェルトディスクが互いに積層され、そし
て例えば、図９に従う縫合によって、又は、図１０に従う一又は複数の接続要素によって
、全体として取り扱い可能な一つのユニットへと組み合わせられることが可能である。
【符号の説明】
【００７６】
２１　作動媒体貯蔵部
２３　移行箇所
２５　丸められた接触領域
２７　縫合箇所
２９　接続要素
３１　構造部材
３３　構造部材
１０４　保護装置
１０５　冷却リブ
１１１　ターボ分子ポンプ
１１３　インレットフランジ
１１５　ポンプインレット
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１１７　ポンプアウトレット
１１９　ハウジング
１２１　下部分
１２３　エレクトロニクスハウジング
１２５　電動モーター
１２７　アクセサリー接続部
１２９　データインターフェース
１３１　電源供給接続部
１３３　フローインレット
１３５　シールガス接続部
１３７　モーター室
１３９　冷却媒体接続部
１４１　下側面
１４３　ねじ
１４５　支承部カバー
１４７　固定穴
１４８　冷却媒体配管
１４９　ローター
１５１　回転軸
１５３　ローターシャフト
１５５　ローターディスク
１５７　ステーターディスク
１５９　スペーサーリング
１６１　ローターハブ
１６３　ホルベックロータースリーブ
１６５　ホルベックロータースリーブ
１６７　ホルベックステータースリーブ
１６９　ホルベックステータースリーブ
１７１　ホルベック間隙
１７３　ホルベック間隙
１７５　ホルベック間隙
１７９　接続チャネル
１８１　ローラー支承部
１８３　永久磁石支承部
１８５　スプラッシュナット
１８７　ディスク
１８９　インサート
１９１　ローター側の支承半部
１９３　ステーター側の支承半部
１９５　リングマグネット
１９７　リングマグネット
１９９　支承部間隙
２０１　担持部分
２０３　担持部分
２０５　半径方向の支柱
２０７　カバー要素
２０９　支持リング
２１１　固定リング
２１３　さらばね
２１５　緊急用または安全用支承部
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２１７　モーターステーター
２１９　中間空間
２２１　壁部
２２３　ラビリンスシール
Ｍ１　第一の材料
Ｍ２　第二の材料

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６ａ】

【図６ｂ】
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【図８ａ】

【図８ｂ】

【図９】 【図１０】
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